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Molecular and Genetic Analysis of the MRE genes (MRE2, 3, 
4,) Required for Meiotic Recombination in Sαcchαromyces 
cerevisiae (酵母 S.cerevisiae の減数分裂期組換えに関与するMRE










S.cerevisiae を用い，減数分裂期組換え欠損株を分離した。その結果，新しい 5 つの変異株 mre 1, 2, 3, 
4 と mre11 が得られた。
私はこれらの変異株のうち，減数分裂期組換えのみに欠損を示す mre2， 3, 4 変異株に注目した。そ
して，これら遺伝子産物の減数分裂期組換えに果たす役割を分子遺伝学的手法で解析するため，
MRE2, 3, 4 遺伝子のクローニングを行った。
そして MRE2 と MRE4 の全塩基配列を決定した。 MRE2遺伝子のORF は 523 アミノ酸残基から
なり，この蛋白質はRNA結合ドメインを持つ蛋白質と高い相同性を示しアミノ酸配列の中には RNA
認識モチーフが二箇所保存されていることがわかった。 MRE4 遺伝子をコードする蛋白質は 497 アミ
ノ酸残基からなり， Mre4 蛋白質はセリン・スレオニンプロテインキナーゼの共通配列を持つことがわ
かった。
また，遺伝子の転写を調べた結果 ， MRE4 遺伝子は減数分裂期組換え期特異的に発現し ， MRE2 
mRNAは減数分裂期に誘発されないことがわかった。













酵母の各種組換えのうち減数分裂期組換えのみに関与する MRE 2, MRE 3, MRE 4 遺伝子のクロー
ニングに成功した。遺伝子の構造解析から MRE2 はRNA結合蛋白質を MRE4 はセリン・スレオニ
ンキナーゼをコードすることを明らかにした。遺伝学的手法と組換え特異的なDNA二重鎖切断の測定
から，これらの蛋白質はすべて組換えの初期過程に関与し減数分裂期組換えの特異性は初期過程によ
ることを明確にした。この業績は博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認めるO
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